
大切な大切な命命を守るための防止策を守るための防止策
冬の交通事故に注意！冬の交通事故に注意！

　　日照時間が短くなる冬の季節は、夕暮れ時や夜間に歩行者や自転車などが認識日照時間が短くなる冬の季節は、夕暮れ時や夜間に歩行者や自転車などが認識
しづらくなり、交通事故の危険性が高くなります。しづらくなり、交通事故の危険性が高くなります。
　大切な命を守るために、私たちが日ごろからできる取り組みと、4月から努力　大切な命を守るために、私たちが日ごろからできる取り組みと、4月から努力
義務化された自転車のヘルメット着用について特集します。義務化された自転車のヘルメット着用について特集します。

自転車事故死者の負傷部位
（令和4年中）

（埼玉県警察調べ）

頭 部
顔　部

胸　部

腰　部

その他

………68.8%
……………6.3%

………… 6.3%

………… 6.3%

…………12.5％

※深谷市は、深谷・岡部地区は深谷警察署、
川本・花園地区は寄居警察署が管轄となっ
ています。

交通事故を防ぐためには？
交通課長に聞きました

　自転車乗用時は、交通事故に遭わないために、相手に自分を気づかせることが重要です。辺
りが暗いと、車側から歩行者や自転車が見えづらく危険です。明るい色の服装や反射材を使う
などして、『ここにいる』ということをアピールしましょう。
　また、自転車は気軽に乗れる便利さもあって、ルールを守る意識が緩みがちです。自転車も
車の仲間なので、必ずルールを守ってください。自転車事故では、頭部の負傷により命を落と
すケースが非常に多く、ヘルメットの着用が命を守るためにとても重要です。シートベルトの
ように、ヘルメットを着用することが『当たり前』になるよう、着用を心掛けましょう。

『
夕
暮
れ
時
』
と
『
夜
間
』
は
要
注
意
！

10
月
に
は
市
内
で
も
死
亡
事
故
が
連
続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す

▲反射材の使用例（①キーホルダー、②反射バンド）

▲ロービーム使用時　 ▲ハイビーム使用時

　

冬
は
、
日
の
出
が
遅
く
日
没
が
早
い

と
い
う
、
一
年
の
中
で
も
日
照
時
間
が

短
く
な
る
季
節
で
す
。

　

日
没
時
間
が
早
ま
り
、
辺
り
が
暗
い

時
間
が
長
く
な
る
た
め
、
交
通
事
故
が

発
生
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

市
内
の
人
身
事
故
件
数
は
、
年
々
増

加
傾
向
（
下
記
グ
ラ
フ
参
照
）
に
あ
り
、

今
年
の
10
月
に
は
、
交
通
死
亡
事
故
が

連
続
し
て
２
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
、
日
没
後
か
ら
日
の
出
前
の
暗

い
時
間
帯
で
の
事
故
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５

類
に
引
き
下
げ
後
、
初
の
年
末
年
始
と

な
る
今
年
は
、
外
出
す
る
人
が
多
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
を
意
識
し
て

行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

冬
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

季
節
の
特
徴
を
考
慮
し
て
、
外
出
や
日

常
生
活
で
習
慣
化
し
て
い
る
散
歩
な
ど

は
外
が
暗
い
時
間
を
避
け
て
行
動
し
た

り
、
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
安
全
対

策
を
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

事故防止のための安全対策
歩行者や自転車乗用者は『明るく目
立つ色の服装』で『反射材』を活用

　特に夕暮れ時や夜間は、暗い道でも車のドライ
バーに存在がわかるよう、歩行者や自転車乗用者
は明るく目立つ色の服装で反射材などを使用し自
分の存在をアピールしましょう。

　夕暮れや夜間の運転時、車のドライバーはハイ
ビームを使うことで、周囲が見やすくなり、歩行
者などに気が付きやすくなります。使用に関する
ルールを守りハイビームを上手く活用しましょ
う。

車のドライバーはハイビームを活用

自
転
車
は
車
両
で
す
！
気
軽
に
乗
れ

る
か
ら
こ
そ
運
転
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う

　
自
転
車
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

の
幅
広
い
世
代
が
利
用
で
き
る
乗
り
物

で
、
車
よ
り
も
は
る
か
に
簡
単
に
運
転

が
で
き
る
た
め
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
誰
も
が
事
故
の
加
害
者
に
な
り
う
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

深
谷
市
内
で
は
、
令
和
５
年
1
月

1
日
～
10
月
31
日
の
間
に
、
60
件
の

自
転
車
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
負
傷

者
の
世
代
も
利
用
世
代
と
同
じ
く
幅
広

い
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
は
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
乗
り
物
で
す
が
、
自
動
車
と
同
じ

車
両
で
す
。
事
故
は
、
皆
さ
ん
の
意
識

を
変
え
る
だ
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
の
基
本
的
な
５
つ
の

ル
ー
ル
（
自
転
車
安
全
利
用
５
則
）
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
今
一

度
、
自
転
車
利
用
時
の
ル
ー
ル
を
確
認

し
、
運
転
時
は
、
自
転
車
も
車
両
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り

が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ

た
道
路
交
通
法
に
よ
り
、
自
転
車
利
用

者
に
対
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
転
車
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
す
る
人

の
う
ち
、
損
傷
部
位
別
に
み
る
と
『
頭

部
』
の
損
傷
が
原
因
と
な
る
人
が
多
い

こ
と
か
ら
、（
下
記
『
自
転
車
事
故
死

者
の
負
傷
部
位
（
令
和
４
年
中
）』
参

照
）、
自
転
車
事
故
か
ら
命
を
守
る
た

め
に
は
、
頭
部
を
守
る
『
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
』
の
重
要
性
が
わ
か
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
改
正
道
路
交
通
法
を
受

け
、
す
べ
て
の
公
立
小
・
中
学
校
を
対

象
と
し
た
『
交
通
安
全
教
室
』
や
、
市

役
所
本
庁
舎
や
各
道
の
駅
に
お
け
る
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
『
交
通
安
全
講
習
』
な
ど
を
通
じ

て
、
自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
重
要
性
に
つ
い
て
強
く
啓
発
の
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
の
事
故
の
時
に
、
自
分
自
身

の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
は
大
切
で
す
。

　

事
故
が
起
き
て
か
ら
後
悔
す
る
こ
と

な
く
、
も
し
も
の
時
に
大
切
な
命
を
守

る
た
め
、
普
段
か
ら
万
全
の
装
備
で
事

故
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

守れていますか？自転車安全利用５則

自転車保険に必ず加入しましょう

車道が原則、左側を通行、車道が原則、左側を通行、
歩道は例外、歩行者を優先歩道は例外、歩行者を優先

交差点では信号と一時停交差点では信号と一時停
止を守って、安全確認止を守って、安全確認

夜間はライトを点灯夜間はライトを点灯 飲酒運転は飲酒運転は
禁止禁止

ヘルメットを着用ヘルメットを着用

　県では条例により自転車損害保険などへの加入が義務となっています。
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市内の人身事故件数
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457件
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令和5年度上半期 財政状況／人事行政の運営状況
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職員級別 （令和5年4月1日現在）
一般職
区分区分 1級1級 2級2級 3級3級 4級4級 5級5級 6級6級 7級7級 8級8級
標準的な
職務内容

主事補・
技師補

主事・
技師 主任 係長・

主査
課長
補佐

課長・
主幹 次長 部長

職員数 48人 138人 320人 304人 124人 52人 24人 17人
構成比 4.6％ 13.2％ 30.7％ 29.2％ 11.9％ 5.0％ 2.3％ 1.6％

技能労務職
区分 1級 2級

合計
※�深谷市の給与条例に基づく給料表
の級区分による職員数です。

※�標準的な職務内容とは、それぞれ
の級に該当する代表的な職名です。

標準的な
職務内容

業務員・
給食調理員

職員数 0人 16人 1,043人
構成比 0.0％ 1.5％ 100.0％

人事行政の運営状況人事行政の運営状況
職員の任用、給与など、人事行政の運営状況(概要)をお知らせします。
問い合わせ　人事課（う574‐ 6636）

※�詳しい内容は、市ホームページ、ま
たは市役所本庁舎市政情報コーナー
でご覧ください。

過去10年間の職員数の推移

※職員数は、大里広域市町村圏組合などへの派遣職員、再任用短時間勤
務職員、任期付き短時間勤務職員および非常勤職員を除いています。

職員給与費 （令和4年度普通会計決算）

職員数
給与費

給料 職員手当
（うち期末・勤勉手当） 合計

1,009人 38億903万円 25億389万円
(15億8,830万円) 63億1,293万円

※人件費には、普通建設事業に係る人件費を含めています。
※職員手当には退職手当を含みません。

職員の平均給料月額と平均年齢 （令和5年4月1日現在）
区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 331,130 円 43.4 歳

職員の初任給 （令和5年4月1日現在）
区分 大学卒 短大卒 高校卒

一般行政職 191,700 円 172,600 円 158,900 円

職員の学歴・経験年数別平均給料月額 （令和5年4月1日現在）

区分 経験年数
10～15年未満

経験年数
20～25年未満

一般行政職

大学卒 271,858円 355,042円

短大卒 237,625円 330,463円

高校卒 232,140円 310,650円

期末・勤勉手当の支給割合 （令和5年4月1日現在）
区分 6月期 12月期 合計

期末手当 1.2月分 1.2月分 2.4月分

勤勉手当 1.0月分 1.0月分 2.0月分

退職手当 （令和5年5月1日現在）
勤続年数 20年 30年 35年 最高限度額

自己都合 19.6695月分 34.7355月分 39.7575月分 47.709月分

勧奨・定年 24.586875月分 40.80375月分 47.709月分 47.709月分

※退職手当は、埼玉県市町村総合事務組合の市町村職員退職手当条例により
支給されます。

特別職の報酬など （令和5年4月1日現在）
区分 報酬・給料 期末手当

市議会議長 報酬　月額 492,000円
6月期2.2月分
12月期2.2月分
合計4.4月分

市議会副議長 報酬　月額 428,000円
市議会常任委員長及び
議会運営委員長 報酬　月額 418,000円

市議会議員 報酬　月額 403,000円

市長 給料　月額 910,000円 6月期2.2月分
12月期2.2月分
合計4.4月分

副市長 給料　月額 755,000円

教育長 給料　月額 683,000円

住民基本台帳人口
（令和5年4月1日）

141,343人

歳出額（A）

600億1,262万円

人件費（B）

95億4,274万円

人件費比率（B/A）

15.9％
※人件費には、普通建設
事業に係る人件費を含め
ています。

人件費 （令和4年度普通会計決算）

職員の任用および職員数に関する状況 職員給与の状況（令和4年度普通会計決算）

歳出総額
600億1,262万円

 人件費
95億4,274万円
15.9%

84.1%

歳出総額に占める人件費の割合

市 税

県支出金 総 務 費

土 木 費地 方
交 付 税

国 庫
支 出 金

民 生 費

商 工 費

消 防 費

教 育 費

諸 収 入

衛 生 費

地方消費
税交付金

繰 入 金

公 債 費

そ の 他 そ の 他

歳入歳入 歳出歳出

農 林
水産業費            

繰 越 金

 億円
 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 180 190 200 210 220 　230　240　250

 億円
 250 240 230 220 210 200 190 180 100 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0

歳入予算額

収入済額

歳出予算額

支出済額

市 債

歳入予算額：
624億1,810万円 

収入済額：
282億7,798万円

歳出予算額：
624億1,810万円

支出済額：
226億1,775万円

187億8,348万円

103億2,209万円

80億4,600万円

45億3,661万円

45億3,618万円

42億8,510万円

30億6,400万円

28億2,098万円

27億　347万円

33億2,019万円

242億1,774万円

86億2,419万円

71億5,602万円

70億6,406万円

49億8,778万円

33億2,693万円

33億   934万円

23億6,319万円

9億2,719万円

4億4,169万円

102億9,463万円

34億5,551万円

55億7,365万円

5億8,258万円

45億3,618万円

0万円

18億6,215万円

0万円

4億6,632万円

15億　696万円

100億9,978万円

27億4,586万円

23億3,436万円

20億8,933万円

15億3,671万円

6億   785万円

15億8,663万円

9億4,236万円

4億3,440万円

2億4,048万円

令和5年令和5年度度上半期上半期    財政状況財政状況
　皆さんが納めた税金や国から交付される地方交付税、国庫支出金などが1年でどのくらい入り、また、どん
な事業にどのくらい使われたかという『財政状況』を毎年2回に分けてお知らせしています。
　今回は、令和5年9月30日現在の財政状況をお知らせします。

問い合わせ　財政課（う574‐6632）

※表示金額未満を四捨五入しているため、合計と合わない場合があります。 ※金額はすべて税込です。

一般会計

特別会計

区分 予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険 151億6,742万円 65億2,236万円 69億4,897万円

後期高齢者医療 35億  916万円 17億  609万円 12億7,256万円

国 済 寺 土 地
区画整理事業 4億7,254万円 2億8,677万円 1億4,932万円

ふかや花園駅前
土地区画整理事業 1億3,750万円 1億7,749万円 4,498万円

水道事業	 （税込）

区分 予算額
収入済額

支出済額

収益的
収　支

収入 31億3,249万円 10億8,218万円

支出 30億   748万円 6億4,627万円

資本的
収　支

収入 5億3,448万円 543万円

支出 18億6,342万円 4億     66万円

企業会計

下水道事業	 （税込）

区分 予算額
収入済額

支出済額

収益的
収　支

収入 35億4,899万円 12億7,554万円

支出 34億   697万円 4億7,006万円

資本的
収　支

収入 21億8,923万円 1億1,465万円

支出 36億9,921万円 8億9,191万円
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